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「神の私たちへの愛」 ヤコブ４：４～５ 

 

Ⅰ 神の先行する恵み。「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、な

だめの供え物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです」（Ⅰヨハネ４：１０）。 

 

Ⅱ 「貞操のない人たち。世を愛することは神に敵対することであることがわからないのですか。世の

友となりたいと思ったら、その人は自分を神の敵としているのです」：４。１．「貞操のない人たち」→

直訳は、「姦淫を犯す女たち」。これは、たとえです。キリスト者に向かって「女たち」（原語）と言わ

れているのは、旧約では、神を「夫」、神の民を「妻」の関係にたとえられ（イザ５４：５，６、エレ

３０：２０、エゼ１６：２３）、新約では、イエス様を「花婿」、教会（私たち）を「花嫁」とされてい

ます（エペ５：２２～３２）。それほど、神と私たち（神の民）の関係は深いのです。「姦淫（貞操のな

い）」と言われているのは、神という素晴らしい方（霊的な夫）がありながら、「別の夫」であるこの世

の方を愛したりするからです。２．ここでの「世を愛する」とは、世の人々を愛して、友となり、関係

作りをし、福音を伝える（これは健全なことです）ときの「愛する」と言う意味ではありません。ここ

での「世を愛する、世の友となりたい」の意味は、神以上に世を愛し、世の罪を共にし友となること、

罪の世に深入りすることです。私たち教会にとって、次の両方は、共に間違いです。①この世と全く分

離し、関係作りをすることがなく、イエス様を世の人々に伝える人がいない。②世に深入りしすぎて、

友となり、罪も一緒に犯し、堕落して行く。こちらも、世の人々にイエス様を証しすることはできませ

ん。神がなさる健全な方法は、次の御言葉に示されています。「わたしがこの世のものでないように、

彼らもこの世のものではありません（私たちは、主の血で滅びから買い戻されて、神のものとされてい

る）。真理によって彼らを聖め別ってください。あなたのみことばは、真理です。あなたがわたしを世

に遣わされたように、わたしも彼らを世に遣わしました」（ヨハネ１７：１６～１８）。私たちは、毎朝

のディボーションの御言葉、そして毎週の礼拝メッセージの御言葉を通して、聖別され、主によって世

に主の証し人として遣わされるのです。家庭、職場、学校で、主からいただく聖さ、誠実、忠実、愛の

振舞いを通して主の香りを放ち、主を証しするのです。「たとい義のために苦しむことがあるにしても、

それは幸いなことです…あなたがたのうちにある希望（イエス様、福音）について説明を求める人には、

だれにでもいつでも弁明できる用意をしていなさい」（Ⅰペテロ３：１５）。罪の世に深入りすると、自

分も相手の状態も見えなくなります。まず神を愛する時、神の造られた自分と神の造られたこの世がし

っかりと見え、神の下さる的を得た識別力のある愛で接することを聖霊は助けて下さいます。３．「世

の友となりたいと思ったら、その人は自分を神の敵としているのです」：４。世の罪と神の恵みを両方

同時に楽しむことはできません。神の恵みは豊かです。世の罪から離れるとき、ますます、神の恵みを

楽しみ味わうことができます。神の方では、私たちの為の主の十字架によって和解の手を差し伸べてお

られます。しかし、私たちの方で罪の世を友とすることにより、自分で自分を神の敵としているのです。

その時、私たちは、神を遠くにしか感じることができないのです。いつでも、待っておられる神に立ち

帰りましょう。 

 

 



Ⅲ ねたむほどに愛して下さる神の私たちへの愛。：５の文脈に合う訳は「神が私たちのうちに住まわせ

た御霊は、ねたむほどに私たちを慕い求めておられる」。聖書の欄外の※別訳参照。神のねたみの説明

→「ねたみの神」とは、旧約聖書の重要な表現です（出３４：１４、２０：５、民２５：１１、申４：

２４、エゼ８：３～５、３９：２５「熱心」と訳されている）。神のねたみは、当然、私たち人間の悪

いねたみとは違います。悪いねたみは、他の人のものを欲しがり、それを持っていないのでうらやみ、

憎み、恨みます。怒りより難しい罪（箴２７：４）。しかし、もう一種類の正当なねたみがあります。

それは、夫婦の愛を破ろうとするものに感じ抱くねたみ、伴侶を真に熱心に愛しているゆえに抱くねた

み。夫婦の間に入り込む異性や姦通する者が現れた時、少しもねたみを感じないなら、真実な愛にかけ

ているのです。結婚における排他性は、結婚の本質です。聖書は、夫婦間の正常なねたみを認めていま

す→民５：１２～３１。神のねたみは、御自身を「夫」、私たち神の民、教会を「妻」として熱く愛さ

れるところから来ます。真実な熱心さをもって私たちを愛し守ろうとされる熱き愛の夫となって下さる

素晴らしい神。私たちが、真の神以外のものを、別の神、別の霊的夫として愛し拝むなら、真実な神は、

真に私たちを愛しておられるので、ねたまれるのです。「あなたは、自分のために、偶像を造ってはな

らない。…どんな形をも造ってはならない。それらを拝んではならない。…あなたの神、主であるわた

しは、ねたむ神」出２０：４，５。私たちは、これほどに熱く神に愛されているのです。ですから、私

たちが神よりも世のものを愛する時、神は聖なる愛でねたまれるのです。神の愛は、いい加減な、一時

的な、変わってしまう軽い愛ではありません。神は真実に熱く私たちを愛しておられるので、私たちに

も、神への全き愛を求められるのです。これが神との契約と結婚における聖なる誓いの内容です。 

 

Ⅳ 神の熱心な愛への私たちの応答。１．まず神が私たちのことを、ねたむほどの愛で心から愛してお

られることを心から感謝しましょう。２．その真実な熱い愛に応えて、罪の世に深入りし、この世の罪

を熱く愛するの（霊的な姦淫）ではなく、私たちも神を真実な熱い愛で愛する者に変えられ続けるよう

に祈りましょう。３．神の愛を受け続け、私たちも、神の愛で隣人を愛せるように祈りましょう。世の

罪との妥協ではなく、主にある誠実、愛で主を証しできるように祈りましょう。 


